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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-36 高等学校 数学科 数学Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅰ327 改訂版 数学Ⅰ 

 

１．編修の趣旨及び留意点 

(1) 数学的なものの見方，考え方を具体的に理解できるような展開，説明を心がけ，数学のよさ

と数学を学習することの面白さが体験できるようにした。 

(2) 生徒の学習意欲を喚起するように，基礎的な内容から難しい内容まで幅広く段階的に取り上

げた。また，応用的な内容，難しい題材を取り上げる際にも，数学の本質を理解できるよう，

より平易な計算になるように配慮した。 

(3) 論理的な考察を心がけ，生徒の負担とならない範囲で，厳密な説明をするように留意した。 

２．編修の基本方針 

以下の３つを基本方針に据え，確実な数学的教養の育成を目指した。 

 

 

 

 

 

３．対照表 

 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 

前見返し 江戸時代に発展した日本の数学（和算）に

ついて紹介し，我が国の文化に触れる機会

を設けた（第５号）。 

国立天文台野辺山にある電波望遠鏡や，測

量に関する話題を紹介し，数学が実際の科

学技術や生活に生かされていることが実感

できるようにした（第２号）。 

前見返し左上 

 

 

前見返し左下 

前見返し右下 

第1章 数と式 
 

整式や方程式の研究が中世の同時期に日本

とフランスの数学者で行われていたことを

取り上げ，数学が世界共通の文化であるこ

とを感じられるようにした（第１号，第５

号）。 

品物が最大で何個買えるかという事例を考

えることで，数学と日常生活との関連を重

視する態度を養う機会を設けた（第２

号）。 

5 ページ 

 

 

 

 

40 ページ 

第2章 集合と命題 事象を論理的に表現する能力や，事象を論

理的に証明する能力がつくように配慮した

（第１号）。 

47～66 ページ  

１  進学する生徒にとっても十分な数学的教養が身に付けられる。 
２  スムーズに着実に学べる。 

３  数学の理論や奥深さにも触れられる。 
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第3章 2次関数 関数の導入では，地上からの高さと気温の

関係という自然の中に見いだされる関数を

取り上げた（第４号）。 

２次関数の知識を具体的な場面で活用する

能力が身につくように配慮した（第１

号）。 

ある条件のもとでパンを売るときに得られ

る利潤が価格の２次関数として表現される

ことに触れ，経済現象を考える場面でも数

学的手法が生きることを取り上げた（第２

号）。 

68 ページ 

 

 

91～92 ページ 

 

 

124 ページ 

 

第4章 図形と計量 三角比の知識を測量など具体的な場面で活

用する能力が身につくように配慮した（第

１号）。 

129 ～ 130 ペ ー

ジ，161 ページ 

 

 

第5章 データの分析 身の回りにあるデータの傾向を数学的に考

察し説明できるように配慮した。（第１

号） 

懸念されるヒートアイランド現象を考察す

る機会を設けた（第４号）。 

表計算ソフトの利用を取り上げ，実生活に

利用できるようにした（第１号）。 

165～191 ページ 

 

 

174 ページ例 7 

 

188 ページ 

 

課題学習 数学Ⅰで学んだ内容を，生活と関連付けた

り発展させたりするなどして，生徒の関心

や意欲を高める課題を設け，生徒の主体的

な学習を促し，数学のよさを認識できるよ

うにした（第１号，第２号，第５号）。 

192～201 ページ  

答と略解 意欲のある生徒には自学自習もできるよ

う，問題・演習問題の答と略解を掲載した

（第２号）。 

202～209 ページ  

主な用語 主な数学用語の英語表現や用語に関係する

いくつかの話題を示し，インターネットや

英語の文献等でグローバルに数学を調べて

みようという場面に生かせるようにした

（第１号，第５号）。 

210～211 ページ  

索引 自ら振り返って学習もできるよう索引を入

れた（第２号）。 

212～214 ページ  

平方・立方・平方根の表 
三角比の表 

数学を具体的事象に活用する場面で，近似

値が調べられるようにした（第２号）。 

いろいろな数に対する平方・立方・平方根

や三角比の近似値を見ることで，その値の

変化の特徴に気付いたり，数的感覚が養え

るようにした（第１号）。 

215～216 ページ  

後見返し 日本の人口ピラミッドを紹介し，少子化問

題や高齢化問題に触れる機会を設けた。ま

た，国勢調査が社会にとって重要であるこ

とが分かるようにした（第３号）。 

後見返し右  
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４．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

基本方針にのっとり，以下の点に特に意を用いた。 

 
１ 進学する生徒にとっても十分な数学的教養が身に付けられる。 
やや程度の高い問題でも，その後の学習や進学後の学習に必要なものは，本文でしっ
かりと扱うようにした。 
●因数分解の応用 （18～19 ページ） 

複２次式の因数分解，２元２次式の因数分解，交代

式の因数分解の問題など，数学の基礎となる式の扱

いに十分に慣れさせるようにした。 

●背理法による証明 （62 ページ） 
やや程度の高い√２が無理数であることの証明も本

文で扱い，確かな論証力の育成を目指した。 

●放物線の対称移動 （84 ページ） 
平行移動だけでなく，対称移動も本文でしっかり学

べるようにした。 

●文字係数を含む 2 次関数の最大最小 （90 ページ） 
例題で取り上げ，その解説で考え方を丁寧に説明

し，自分で場合分けをして問題を解く能力が育成で

きるようにした。 

●正弦の比と最大角 （152 ページ） 
正弦定理を別の形で解釈して活用し，問題を解決で

きるようにした。 

●三角形の内接円と面積 （157 ページ） 
数学Ａで扱う内接円も関連させて扱うことにより，

複数の科目を総合した教養が得られるようにした。 

 
本文外の「研究」や「発展」を学ぶことで，更に充実できるようにした。 
●3 次式の展開と因数分解 （20～21 ページ） 

数学Ⅱ以降につながる内容としてしっかり扱った。 

●3 次の対称式の値 （31 ページ） 
●絶対値と場合分け （42 ページ） 

絶対値の定義にしたがってきちんと場合分けをし

て，やや難しい方程式や不等式が解けるようにし

た。 

●全称命題・特称命題 （63 ページ） 
大学の数学にもつながる内容として「すべての x に

ついて p」「ある x について p」という形の命題も

扱った。 
●放物線と直線の共有点 （107～108 ページ） 

数学Ⅱ以降につながる内容としてしっかり扱った。 

●絶対値を含む関数のグラフ （120 ページ） 
 
 

 （62ページ） 

 （157ページ） 

 （107ページ） 
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２ スムーズに着実に学べる。 
スムーズに着実に数学的教養が身に付くよう，配列や題材を工夫している。 
●対称式の値 （31 ページ） 

本文で２次の対称式の値，そのすぐ下の発展で３次

の対称式の値を扱い，スムーズに能力が高められる

ようにした。 

●三角比 （126～127 ページ） 
正弦・余弦・正接の定義を同時に取り上げ，効率の

よい展開にした。 

●図表によるまとめ （115 ページなど） 
文章だけでなく，図表も活用して，生徒の理解を助

けるようにしている（２次不等式の解，命題と逆・

対偶・裏の関係など）。 

 

 

●中学校とのつながり 
必要に応じて中学校で学んだ事項も扱った。 

単なる復習にとどまらず，その後の学習につながる

題材を扱うようにした。 

 
            
 
 
 
 
 
 

 
 
３ 数学の理論や奥深さにも触れられる。 
●定理や公式の証明 

定理や公式の証明は，なるべく省略せずにきちんと扱い，論理的に考える力を養えるよう

にしている。 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

本文の練習問題（中学校の復習） 章末の演習問題 

 （31ページ） 

 （190ページ） 

 （115ページ） 

公式の証明 

 （29ページ） 

定理の証明 

 （146ページ） 
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●コラム 

本文の内容に関連する興味深い話題をコラムとして

取り上げた。 

第１章のコラム「実数」では，メソポタミア文明の

時代の粘土版に√２の近似値が書かれていることを

写真とともに紹介した。それから長い年月を経て，

√２のような量が「数」として人々に受け入れられ

るまでには長い時間が必要であったことに触れ，人

間と数学の歴史に興味がもてるようにした。 

●章とびら 
章とびらでは，その章の内容に関連する数学者や数

学の発展の歴史などを紹介し，その章を学ぶ動機づ

けになるようにしている。 

第５章「データの分析」ではフィッシャーの偉業を

紹介した。フィッシャーが統計的手法を用いて，メ

ンデルの論文の先見の明を確認し，かつ論文に書か

れたデータが実験で得られた通りのものとは考えが

たいということまで示したという話を紹介した。統

計的手法の強力さを知ることで，それを学ぶ動機づ

けになるようにした。第１章では和算家・関孝和を

取り上げるなど，日本人の数学者の業績も紹介する

ようにしている。 

●見返し 
見返しは，カラー写真とともに，身の回りに現れる

数学や，数学の実社会への応用，数学の歴史などを

紹介している。 

２次関数の話題としては，放物線が作る面が，光や

電波を１つの点に集めるという不思議な性質をもつ

ことを紹介した。そのことを応用して作られた巨大

な電波望遠鏡の写真も掲載した。 

 
４ ユニバーサルデザインに関する取り組み 
●色づかい 

色覚の個人差を問わず多くの人に見やすい

よう，カラーユニバーサルデザインに配慮

した。 

●文字 
本文等に，多くの人に見やすく読みまちが

えにくいデザインの文字（ユニバーサルデ

ザインフォント）を使用した。横画が通常

のフォントより太く，視認性・可読性に優

れている。 

 

通常のフォント 

ユニバーサルデザインフォント 

 （46ページ） 

 （165ページ） 

 （前見返し） 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-36 高等学校 数学科 数学Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅰ327 改訂版 数学Ⅰ 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

 
１ 全般的な留意点 
１ 基本的な概念や原理・法則の体系的な理解を深めることができるよう，中学校と

の接続ならびに各学習事項の体系にも留意した。 

２ 事象を数学的に考察し表現する能力を高めることができるよう，用語・記号の定

義や本文の説明，練習問題は，単純平明で理解しやすい内容を心がけた。 

３ 知識・技能の習得だけに偏ることを避け，数学のよさを認識し，それらを積極的

に活用することができるよう，章扉やコラム，課題学習の内容も生徒が興味をもて

るような題材にした。 

４ 数学的論拠に基づいて判断する態度が育つよう数学的な厳密さを重視し，本文の

説明，展開および例題の解答に論理的な飛躍や不統一な記述が生じないよう特段の

配慮をした。 

 

２ 教科書の特色 
１ 教材を精選し，単純平明な例によって，基本概念を理解し把握することが容易に

なるように配慮した。 

２ 中学校との関連を重視し，多少既習事項と重複しても，基礎的な事項について体

系的にかつ正確に学習が行われるように配慮した。 

３ 生徒の自学自習によっても理解できるように，例・例題・応用例題とその解説・

解を多くし，また教材の選定・配列には十分注意した。 

４ 図版やカットを多数挿入し，視覚的にも理解を容易にするように配慮した。 

５ 数学の体系を大きく把握できるように，章・節の分け方を工夫し，小項目を設け

た。 

６ 重要な事項は，枠で囲んだり，ゴチック活字を用いたりして，強調するようにし

た。 

７ 学習事項と関連させて，各章の初めに数学史や挿話を記載し，歴史的背景も解説

できるようにした。更に，いくつかのコラムを入れて，生徒の本文内容への関心を

喚起するように努めた。 

８ 学習事項と関連した内容を，「研究」として挿入した。また，高等学校学習指導

要領の範囲を超えた事項を，「発展」として扱った。これらは必修学習事項の枠外

としたが，意欲的な生徒の興味を刺激し，高度な数学への関心を高めるように工夫

した。 

９ 数学の学習には，生徒が独力で問題を解くことが重要である。本書ではそのため
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の問題を，練習・問題・演習問題の３種に分け，平易なものを中心に精選し，学力

の定着と増進を図った。 

１０ 色覚の個人差を問わず多くの人が見やすいよう，カラーユニバーサルデザイン

に配慮した。また，本文の和文書体として，多くの人が見やすく読みまちがえにく

いデザインの文字（ユニバーサルデザインフォント）を用いた。 

 

３ 教科書の構成要素 
[例] 本文の理解を助けるための具体例である。 

[例  題] 基本的な問題，および重要で代表的な問題である。「解」「証明」は，解

答の簡潔な発表形式の一例である。 

[応用例題] 代表的でやや発展的な問題である。「解説」には，解答の根拠になる事柄

や解答の方針などを記してある。「解」「証明」については，例題と同様

である。 

[問] 本文や例・例題・応用例題の内容を補足するもので，例・例題・応用例題

とともに，本文の理解を深めるための重要な教材である。よって，指導者

のもとで学習することが望ましい。 

[練  習] 例・例題・応用例題・問の内容を反復学習するための問題である。よっ

て，例・例題・応用例題・問を学んだのち，まず学習者自身で練習するこ

とが望ましい。 

[問  題] 各節の終わりにあり，その節で学んだ内容全体にわたって，学習事項を身

につけるための問題である。本文の内容の反復練習が中心である。本文の

関連するページも示した。 

[演習問題] 各章の終わりにあり，Ａ，Ｂに分かれている。Ａはその章で学習した内容

全体の復習問題である。Ｂは既習事項の総合的な復習問題や応用的なやや

程度の高い問題である。 

[研  究] 本文の内容に関連したやや程度の高い内容を取り上げた。場合によっては

省略してもよい。問題や演習問題で研究に関する内容を扱う場合は， 

を付した。 

[発  展] 高等学校学習指導要領における数学Ⅰの範囲を超えた内容を扱った。すべ

ての学習者が一律に学ぶ必要はない。 

[課題学習] 本文の内容に関連して，学習者が主体的に取り組む課題を設けた。 

[コ ラ ム] 本文の内容に関連した興味深い話題を取り上げた。 

 

４ 各章において配慮した点 
第１章 数と式 式の計算／実数／１次不等式 

整式の四則，因数分解など中学校での既習内容も扱い，より高度な内容へ体系的に

学習が進められるように配慮した。実数，１次不等式は，基礎から平易に自然に理

解されるように丁寧に説明した。 

第２章 集合と命題 
集合の基本事項や論理的な証明法の基礎が習得できるようにした。なお，この章の

内容は，指導する時期がさまざまであることから，指導の便を考慮して独立した章

とした。 

第３章 ２次関数 ２次関数とグラフ／２次方程式と２次不等式 

第１節では，グラフによる表現の助けも借りて，２次関数の基本的な性質を習得さ
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せることを第一の目的とした。第２節では，２次不等式の解法を詳しく解説した。

説明に当たっては，２次関数のグラフや図を利用して，直観的な理解が得られるよ

うに配慮した。 

第４章 図形と計量 三角比／三角形への応用 

第１節では，三角比の定義と基本的性質を，鋭角の三角比から出発して，鈍角の三

角比に至るまで丁寧な説明を行った。第２節では，正弦定理と余弦定理を証明と共

に与え，平面図形や空間図形の計量問題を扱った。 

第５章 データの分析 
初めは，中学校で学んだヒストグラムや代表値についての復習とした。データの散

らばりの項では，計算が容易な四分位範囲・四分位偏差から取り上げ，次に分散・

標準偏差を扱うことで，学習しやすくした。データの相関の項では，実生活のデー

タも用いて，正・負の相関関係を理解できるようにした。 

課題学習 
学習事項を発展させて，生徒が数学を探究できる課題とした。様々な運用に対応す

るため，巻末にまとめ，１テーマに対して複数の課題を設定した。数学Ⅰでは，開

平法，黄金比，２次関数の差分，偏差値など７テーマを扱い，三角比の課題学習で

は数Ⅱの加法定理に繋がる課題を扱った。 
 

２．対照表 

 
 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数  

 

 

第 1 章 数と式 
第 1 節 式の計算 
第 2 節 実数 
第 3 節 1 次不等式 

 

２ 内容 

(1) 数と式 

ア 数と集合 

(ｱ) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解

し，簡単な無理数の四則計算をす

ること。 

イ 式 

(ｱ) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公

式の理解を深め，式を多面的にみ

たり目的に応じて式を適切に変形

したりすること。 

(ｲ) 一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質

について理解し，一次不等式の解

を求めたり一次不等式を事象の考

察に活用したりすること。 

5～46 ページ 19 

第 2 章 集合と命題 ２ 内容 

(1) 数と式 

ア 数と集合 

(ｲ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念

を理解し，それを事象の考察に活

用すること。 

３ 内容の取扱い 

47～66 ページ 8 
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(1) 内容の(1)のアの(ｲ)について

は，簡単な命題の証明も扱うもの

とする。 

 第 3 章 2 次関数 
第 1 節 2 次関数とグラフ 
第 2 節 2 次方程式と 2 次 

不等式 

２ 内容 

(3) 二次関数 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係

を見いだすこと。また，二次関数

のグラフの特徴について理解する

こと。 

イ 二次関数の値の変化 

(ｱ) 二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について，グ

ラフを用いて考察したり最大値や

最小値を求めたりすること。 

(ｲ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラ

フとの関係について理解するとと

もに，数量の関係を二次不等式で

表し二次関数のグラフを利用して

その解を求めること。 

67～124 ページ 29 

第 4 章 図形と計量 
第 1 節 三角比 
第 2 節 三角形への応用 

２ 内容 

(2) 図形と計量 

ア 三角比 

(ｱ) 鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係に

ついて理解すること。 

(ｲ) 鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を

理解し，鋭角の三角比の値を用い

て鈍角の三角比の値を求めるこ

と。 

(ｳ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解

し，それらを用いて三角形の辺の

長さや角の大きさを求めること。 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考

察に活用すること。 

［用語・記号］  正弦， sin，余

弦，cos，正接，tan 

３ 内容の取扱い 

(2) 内容の(2)のアの(ｲ)について

は，関連して 0°，90°，180°の

三角比を扱うものとする。 

125～164 ページ 21 

第 5 章 データの分析 ２ 内容 

(4) データの分析 

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差な

どの意味について理解し，それら

165～191ページ 9 
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を用いてデータの傾向を把握し，

説明すること。 

イ データの相関 

散布図や相関係数の意味を理解

し，それらを用いて二つのデータ

の相関を把握し説明すること。 

 課題学習 
 
 

２ 内容 

〔課題学習〕 

(1)，(2)，(3)及び(4)の内容又は

それらを相互に関連付けた内容を

生活と関連付けたり発展させたり

するなどして，生徒の関心や意欲

を高める課題を設け，生徒の主体

的な学習を促し，数学のよさを認

識できるようにする。 

３ 内容の取扱い 

(3) 課題学習については，それぞ

れの内容との関連を踏まえ，学習

効果を高めるよう適切な時期や場

面に実施するとともに，実施に当

たっては数学的活動を一層重視す

るものとする。 

192～201ページ 4 

 計 90 
  

 
 

  



11 

 

編  修  趣  意  書 

（発展的な学習内容の記述） 
                                                                               

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

27-36 高等学校 数学科 数学Ⅰ  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 数Ⅰ327 改訂版 数学Ⅰ 

 

ページ 記   述 類型 
関連する学習指導要領の内容や 

内容の取扱いに示す事項 
20， 
21 

 

3 次式の展開と因数分解 

 
１ 

 

 

２ 内容 

(1) 数と式 

イ 式 

(ｱ) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め，式を多面的にみたり目的に応じて

式を適切に変形したりすること。 

31 3 次の対称式 x3+y3の値 
1 

２ 内容 

(1) 数と式 

イ 式 

(ｱ) 式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解

を深め，式を多面的にみたり目的に応じて

式を適切に変形したりすること。 

32 2 重根号 
１ 

２ 内容 

(1) 数と式 

ア 数と集合 

(ｱ) 実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単

な無理数の四則計算をすること。 

63 命題「すべての x について p」
「ある x について p」 １ 

２ 内容 

(1) 数と式 

ア 数と集合 

(ｲ) 集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解

し，それを事象の考察に活用すること。 

３ 内容の取扱い 

(1) 内容の(1)のアの(ｲ)については，簡単

な命題の証明も扱うものとする。 

107，
108 

放物線と直線の共有点 
１ 

２ 内容 

(3) 二次関数 

イ 二次関数の値の変化 

(ｲ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに，数量の関係

を二次不等式で表し二次関数のグラフを利

用してその解を求めること。 
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123 演習問題１３ 
１ 

２ 内容 

(3) 二次関数 

イ 二次関数の値の変化 

(ｲ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに，数量の関係

を二次不等式で表し二次関数のグラフを利

用してその解を求めること。 

153 三角形の形状 
１ 

２ 内容 

(2) 図形と計量 

ア 三角比 

(ｳ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさ

を求めること。 

158 ヘロンの公式 
１ 

２ 内容 

(2) 図形と計量 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用

すること。 

197 まとめの課題４－２ 
１ 

２ 内容 

(3) 二次関数 

イ 二次関数の値の変化 

(ｲ) 二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関

係について理解するとともに，数量の関係

を二次不等式で表し二次関数のグラフを利

用してその解を求めること。 

198 課題学習５ 三角比の値と正弦定
理 １ 

２ 内容 

(2) 図形と計量 

ア 三角比 

(ｳ) 正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それ

らを用いて三角形の辺の長さや角の大きさ

を求めること。 

200， 
201 

課題学習 7 偏差値 
1 

２ 内容 

(4) データの分析 

ア データの散らばり 

四分位偏差，分散及び標準偏差などの意味

について理解し，それらを用いてデータの

傾向を把握し，説明すること。 

 
                          （発展的な学習内容の記述に係る総ページ数  14    ） 
 

（「類型」欄の分類について） 

１…学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，当該学年等の学習内

容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容 

２…学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容 
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